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魚
津
市
長

、三髭

J同

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
新
川
文
化
ホ

ー
ル
(
仮
称
)
の
建
設
地
も
決
ま
り
ま

し
た
の
で
、
本
格
着
工
に
向
け
て
建

設
促
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
継
続

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
埋
没
林

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
平
成
三
年
度
内
完
成
を
め

ざ
し
鋭
意
努
力
し
た
い
所
存
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
本
年
十
月
に
は
、
桃
山

運
動
公
園
内
の
陸
上
競
技
場
の
完
成

と
、
下
水
道
事
業
の
一
部
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。更
に
は
、
ス
ー
パ
ー
農
道
、

8
号

バ
イ
パ
ス
な
ど
幹
線
道
路
網
の
整
備

促
進
を
は
じ
め
、
都
市

・
生
活
基
盤

整
備
の
諸
事
業
の
推
進
を
は
か
つ
て

交
問
題
、
内
政
で
は
、
新
土
地
保
有

税
、
消
費
税
、
整
備
新
幹
線
早
期
着
工

と
在
来
線
存
続
の
問
題
な
ど
重
要
事

項
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
魚
津
市
政
に
お
き
ま
し
て

は
、
第
四
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
継

続
事
業
と
し
て
、
総
合
運
動
公
園
、

下
水
道
、
駅
西
区
画
整
理
、

8
号
バ

イ
パ
ス
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
併
せ
て
新
規
に
埋
没
林
メ
モ
リ
ア

ル
パ
ー
ク
建
設
事
業
、
県
立
新
川
文

化
ホ
ー
ル
附
帯
事
業
の
計
画
も
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
本
年
十
月
に
は
、
皆
様
待
望

の
下
水
道
第
一
期
事
業
の
供
用
開
始

と
、
桃
山
陸
上
競
技
場
の
完
成
が
見

河

七

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
す
。

地
方
行
財
政
を
取
巻
く
諸
環
境
は

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
市
民
の
相
変
ら
ず
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
か
ら
が
、
健
全
化
を
堅
持
し
な
が
ら
「
水

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
ゆ
と
り
と
う

市
政
も
着
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
」
づ
く
り
を
め

が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
ざ
し
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
考
え
で

の
温
い
ご
理
解
と
ご
支
援
の
た
ま
も
あ
り
ま
す
。

の
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
本
年
は
、
地
域
文
化
向
上
の
核
と

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
き
ん
に
は
、
平
成
三
年

の
輝
か
し
い
新
春
を
め
で
た
く
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
、
市
政
の
進
展
に
対
す
る

市
民
各
位
の
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大

魚
津
市
議
会
議
長

経議

?畢貝

な
る
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

近
年
に
お
け
る
国
内
外
の
情
勢
は
、

イ
ラ
ク
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
ソ

連
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
、
ド
イ
ツ
の

統
一
移
行
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
動
き

と
共
に
、
国
内
で
は
、
米
の
自
由
化

問
題
、
国
連
平
和
協
力
、
北
朝
鮮
外

良稔同

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

総
合
計
画
第
五
次
基
本
計
画
は
、

現
在
策
定
中
で
あ
り
ま
す
が
、
二
十

一
世
紀
を
展
望
し
な
が
ら
急
速
に
進

展
す
る
情
報
化
、
国
際
化
、
高
齢
化

社
会
等
に
対
応
す
べ
く
諸
施
策
に
取

組
み
住
民
福
祉
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
二
十
・一
世
紀
に
向
け
て
、

市
民
生
活
安
定
の
た
め
の
都
市
基
盤

整
備
を
、
市
当
局
と
一
体
と
な

っ
て

推
進
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
こ
た
え

る
よ
う
、
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

何
卒
、
本
年
も
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



市
政
の
動
き

一
般
会
計
予
算
八
億
九
千
四
百
六
十
万
九
千
円
を
補
正
M

ゑ

ロ
月
市
議
会
定
例
会

ロ
丹
市
議
会
定
例
会
は
、
日
日
か
ら
幻
日
ま
で
の
日
日
間
に
わ

た
っ
て
聞
か
れ
、
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
口
議
案
の
ほ
か
、
継
続

審
議
と
な
っ
て
い
た
平
成
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
な
ど

8
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
案
件

マ
平
成

2
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算
(
第

4
号
)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
八
億
九

千
四
百
六
十
万
九
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

百
三
十
一
億
八
千
二
百
四
十
六
万
五

千
円
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内

容
は
、

平成3年 1月広報うおづ(3) 

人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
の
給
与

改
定
費
一
億
七
千
五
百
七
十
万
円
を

計
上
。
総
務
費

財
政
調
整
基
金
三
億
円
、

減
債
基
金
四
億
七
千
万
円
、
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
基
金
一
億
一
千
万
円

を
計
上
。

民
生
費

私
立
保
育
所
措
置
費
二

千
六
百
万
円
を
増
額
補
正
。

土
木
費

総
合
公
園
管
理
費
一
千

二
百
万
円
、
市
道
文
化
町
5
号
線
改

良
事
業
費
八
千
二
百
二
十
万
円
を
計

上
。教
育
費

「
文
化
の
園
」
建
設
用
地

測
量
委
託
料
九
百
十
万
円
を
計
上
。

埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル
パ

l
ク
建
設
事

業
は
継
続
費
設
定
に
よ
り
五
億
四
千

五
百
八
十
万
円
を
減
額
補
正
。

災
害
復
旧
費

台
風
十
九
号
等
に

よ
る
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
農
林
水

産
業
施
設
災
害
復
旧
費
一
千
二
百
九

十
万
円
、
土
木
災
害
復
旧
費
四
千
二

百
十
万
円
を
計
上
。

災
害
応
急
措
置
費

除
雪
対
策
費

一
億
三
千
万
円
を
計
上
。

こ
れ
ら
の
経
費
の
財
源
と
し
て
、

市
税
、
地
方
交
付
税
、
分
担
金
及
び

負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、
国
・

県
支
出
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
及
び

市
債
を
充
当
し
ま
す
。

マ
平
成

2
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

2
号
)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
四
百
七

十
万
五
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
九
億

百
四
十
八
万
九
千
円
と
し
ま
す
。

マ
平
成

2
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(第

3
号
)

マ
平
成

2
年
度
魚
津
市
老
人
保
健
医

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(第

2
号
)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
百
七
十

三
万
七
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
十
七
億

二
千
百
九
十
一
万
六
千
円
と
し
ま
す
。

マ
平
成

2
年
度
魚
津
市
農
業
共
済
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
(第

1
号
)

果
樹
共
済
勘
定
に
つ
い
て
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
七
百
四
十
五
万

七
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
千
三
百
六
万

三
千
円
と
、
畑
作
物
共
済
勘
定
に
つ

い
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
七

百
九
十
九
万
二
千
円
を
追
加
し
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
九
百

九
十
三
万
三
千
円
と
し
ま
す
。

マ
平
成

2
年
度
魚
津
市
水
族
館
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

2
号
)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
二
千
四

百
九
十
五
万
三
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二

億
八
千
九
百
三
十
三
万
三
千
円
と
し

ま
す
。

マ
平
成

2
年
度
魚
津
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
(
第

1
号
)

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て
、

収
入
、
支
出
の
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ

三
千
六
百
六
十
八
万
二
千
円
を
追
加

し
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
億
九
千

百
十
七
万
一
千
円
と
し
ま
す
。

マ
魚
津
市
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
基

金
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
い
わ
ゆ
る

自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
事

業
費
」
と
し
て
交
付
を
受
け
た
一
億

一
千
万
円
を
基
金
と
し
て
積
立
て
、

当
該
事
業
の
内
容
等
に
つ
い
て
充
分

に
検
討
し
取
り
決
め
ま
す
。

マ
魚
津
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
職
員
退
職
年
金
等
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

マ
魚
津
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い

て
マ
北
鬼
江
踏
切
道
除
却
-
}
線
橋
新
設

工
事
の
委
託
協
定
の
変
更
に
つ
い

て工
法
変
更
に
よ
り
委
託
協
定
金
額

に
一
億
三
千
三
百
十
万
六
千
円
を
増

額
し
て
四
億
二
千
九
百
五
万
九
千
円

に
変
更
協
定
を
し
ま
す
。

マ
魚
津
市
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設

定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設

定
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
国
に
準
じ

て
市
職
員
の
給
与
を
改
正
。

同
こま広

忠、

案

件

マ
魚
津
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

本
江
一

、
九
二
五
番
地

中
村
喜
一

氏
の
選
任
に
同
意



平成 3年 1月 広報うおづ (4)

V ゑ:平成元年度 市の決算を公
124億2，712万円の健い道

下水道・老人医療等

会計への繰出金

歳入総額 130億1.578万円 (対前年比 5.2%の増) 歳出総額 124億2，712万円 (対前年比 6.3%の増)

|どヰ 60億3，302万円 市 手見
}…山 -…ヤ一一一一句。白匂 川一一一一一…一一一 切

16.1% 20億9，895万円 地方交付税
・・ 九一一，マー..........・ …♂  

7刈 9億3.518万円 国庫支出金

5 悩 ~億2 ， 38T!i円 県支出金

5 2% 6億7.8灯円| 繰越金
ーロ ー 、W ♂'・.ー

4 6% 6億330万円 市 債
'......川

4 1% 5億3，556万円 諸支出金
。…

10.8% 1 14億707万円 そ の他
… …ー一一一

歳入歳出差引総額 5億8.866万円 (対前年度比 13.3%の減)

総務費 28億1，645万円 22.7% 

民生費| 湖町円 183% 1 

土木 費 19億178万円 15.3% 
…一….............・…山 e・・ … 

教育費 I14億4.7悶円 11.7% 1 

公債費I10億9.1747]円 18.8%

農林水産業費 1 9億6.2師円 17.7% 

衛生費| 同7.6灯円 5.4%

その他 12億5.4悶円 110.1% 
号:，:，:，:;:-，:，:，:，:，:，:，，，-'，，-.r.'. <;o;-.;.;.~.;.; :.:.:.:-:.:.:.:.:.:.v ••••• v;o; ;.;.;.;.;.;.;.x.:.:.x.:-: 

(うち翌年度への繰越財源 1，168万円) 実質収支額(純剰余金)5憶7，698万円 (対前年度比 12.4%の減)

」



。@ @@@r-¥益七万 〔 替 〔 三外 〔 円件 〔 はの総 56
年 年 年給給 業 を千六会 計 工経 受 千 7 県 増 四広 配 、9事年平
間 間 間水水 務 計円干計 理 事回 託 円件道 補 千域 水 次年業度成
有 給 総戸人 状 上と円決 状 外用 工 千魚 改 六営 管 の度費か元
効 水 配数口 況 しなに算 況 15水 事 九津 良 百農 布 と目二ら年
水三量四水 〕 まり対は 〕 件路 〕 百イ 工 十団 設 おに十平度
量 、 、量 し四し 、 、改 三ン 事 m 地 〕 り当七成は
率二一 た干支収四修 十タ 〕 、農でた億 6
八 八 一三 九出入 千工 m I 一道 すり七年第
三八 O 八 十四五三事 、線 億配 。 、千度 3
八、 、 、、 二億億百に 三配 三水 実五ま次

一七五九九 万八二七伴 干水 千 管 施百で拡
八 O 八七 九千千十つ 四管 六布 し四の張
五四 O 六 O 千百二六導 百布 百設 た十 14事三ぶ:三.'
% m' m' 戸 人 円九百万水 五設 六工 主九か業. ' ・ .・7~'.

の十八 八管 十 替 十事 な万年(三三原:.1:予
純三十千布 三工 三 外 事 円計昭:=:"::.・へ-ー::~~ ::.:.
利万六円設 万 事 万 11 業)画 和. '・:~.:':::"tl:

一 一

( 千円 ~)1事2・
[~~.業l~1
. _. --.・.

..況時>?，，:

主計i¥(
~\\\~の}~&:
Mi夫K
}}算i1~;

平成3年 1月広報う志づ(5) 

悪成元年度損益計算書

科 日 金頼 科 目 金額

営業 費 用 319，586 営業収益 498，827 

原水及び浄水費 33，578 給水収益 440，126 

配水及び給水費 46，430 受託工事 収益 50，825 

受託工事費 46，343 その他営業収益 7，876 

総 係 賀 91，161 営業外収益 24，039 

減価償却費 101，906 受取利 息 21，426 

資産減耗賀 168 雑 ヰ又 iタEセL 2，613 

その他営業費用 。
営業外 費 用 162，351 

支払利息 162，132 

雑 支 出 219 

当年度純利益 40，929 

ムo、 計 522，866 正口入 522，866 

(千円)

手ヰ 目 金額 手i↓ 伺 金額

固定資産 2，475，498 流動負 債 44，288 

土 地 68，878 未 払 金 28，663 

建 物 78，093 前 Fぷ之t 金 3，476 

構 築 物 2，116，271 その他流動負債 12，149 

機械及び装置 205，815 資 本 金 2，604，069 

車両運搬具 4，845 自己資本金 140，561 

工具、器具及び備品 1，555 借入資本金 2，463，508 

施設利用権 41 剰 余 金 294，164 

流動資産 467，023 資本剰余金 61，420 

現金預金 409，843 利益剰余金 232，744 

未 ヰ又 金 43，284 

員宇 蔵 ロロロ 3，896 

その他流動資産 10，000 

l口k 計 2，942，521 メ口入 計 2，942，521 

平成元集度貸借対照表

特別会計(水道事業会計を除く)

会計名 歳 入 歳 出

下水道 23億9，725万円 23億9，702万円

簡易水道 3，081万円 2，977万円

保国民健康険 23億5，290万円 22億8，195万円

老医人保療険 33億2，522万円 32億7，505万円

農業共済 9，443万円 8，697万円

水族館 2憶9，891万円 2億7，507万円

合計 84億9，952万円 83億4，583万円

…員
一……一…擁
…踊
……
識

。
採
用
予
定
人
員

①
上
級
技
術
土
木

・
建
築

・
化

学

・
電
気
い
ず
れ
も
若
干
名

管
理
栄
養
士

1
名
程
度

②
中

級

技

術

土

木

・
建
築

・
化

学

・
電
気
い
ず
れ
も
若
干
名

③
業
務
員

若

干

名

。
受
験
資
格

①
上
級
技
術

昭
和
幻
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
叫
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
で
大
学
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

②
中
蔽
技
術

昭
和
叫
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
紛
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
で
短
大
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
。

※
土
木
は
、
測
量
士
補
以
上
、

建

築
は、

2
級
建
築
士
以
上
の
資

格
を
有
す
る
者
、
又
は
資
格
取

得
の
見
込
み
の
あ
る
者
。

管
理
栄
養
士
は
、
管
理
栄
養
士

の
資
格
を
有
す
る
者
、
又
は
資

格
取
得
の
見
込
み
の
あ
る
者
。

③
業
務
員

昭
和

ω年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
必
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
で
、
魚
津
市
内
に

住
所
を
有
す
る
身
体
壮
健
な
者
。

O
試
験
の

日
時

・
場
所

2
月
3
日
(
日
)
午
前

9
時
ぬ
分

か
ら
魚
津
市
役
所

。
申
込
期
間
平
成
3
年
1
月
4

日
(金
か
ら
1
月
お
日
(
月
)ま
で

(郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
)

O
申
込
み

・
問
合
せ
先

市
役
所
総
務
課
職
員
係

宮
(⑫

2
2
0
0
内
線

2
2
2



広報うおづ (6)

お問い合わせは

魚津市健康センター

(吉島)公24-3999

平成3年 1月

だより (1周〉
小さな努力のつみかさね" ご

利
用
く
だ
さ
い

健
康
テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

8
0
7
6
4
1
位

|
0
0
0
3
(
富
山
県
保
険
医
協
会
)

所療科診診診 新
日3月2 27 20 15 13 6 3 2 日1月1 3日月2 27 20 15 13 6 3 2 日1月1 日 日 日 日 日 日 日

歯科
日 日 日 日 日 日 日 か 診

在官間 療 川 日 日 日 火 日 日 木 水 火 日 日 日 火 日 日 木 水 火
午後ら 療時間

地目 日 療意医 地 ヲf1ク米歯干山ヰ
米 山

医院広宮科医院科夏歯目医院奥歯科JII 医院寺崎科歯屋書熊医院竹科島歯 大崎医院 江幡医院 晴浦院図

浦

米間医院 森本医院

沢 沢

ナムウtトj神:経サ魚掌

宮 吉議市側消防署向 整黒~ 科内 午後曜日 休区百【
医院科歯国
口

病院回
口 口 5は

医院科歯 医院科外医院科内 時ま ずい

@ 、7 日
新 本 上 上 新 金 上 村

@宮5新a本江T 
~t j兵 本 本 新 新 本 火 江

で。午れ同もU O ニ時、 セ夜

73 市日科児 1i1祝日 ン聞問
宜主 宜主

@ 宮l 村木@ 雪1 村木2l 屋金
合 浦 合 8 木 合 鬼 合 経 8 金 2 金

5l 屋金

8 
@告l宮町の
まま

@ 7宿@ O江 @ 0町@ 3口@ 6町 @ O江@ 5回② 5江@ 5江
@ 

@ l江 @ 3口7屋
1 科外時 夕 8 6 2 2 8 。6 5 3 3 。。。7 2 7 7 4 9 。5 l 9 9 1 6 3 。5 5 5 7 5 5 4 8 時。5 6 2 。9 7 8 l 2 4 3 7 3 7 8 6 

“健康は、

内 廿，チー- 対 象 と き と 」平ー ろ イ蒲 考

母親学級(B) 妊婦とその家族 1月25日幽 9 :30-16 :00 ー..--------ーーーーーーーーーーーーー→量食をご持参ください。
育児サロン 幼児と保育者 1月11日幽 9 :45-11 :30 

魚津市
1月10日(村 13 : 00 -13 : 30 

4か月児健診 4 力、 月 児
1月24日(ホ) 13 : 00 -13 : 30 

健康センター ツベルクリン反応検交を併せー一一+て行います。
8か月児健診 8 か 月 児 1月9日(水) 13 :00-14 :00 麻しん、おたふくかぜ、胤しん

「 令

離乳食講習会 " 1月11日幽 13 :00-13 :30 の il~合核削券を発行します。

1歳6か月児健診 H .1年6月生まれの児 1月22日(刈 13 :00-14 :00 ーーーーーーーーーー---ー'ーー・ー・'ーーー
f，jifブラシとタオルをご持参〈
fごさ L、。

股関節脱臼検診 出j 3 台、 月 児 1月10日休) 13 :00-13 :30 魚津保健所 お母さんの貧血l検査も行います。

3歳児健診
62.6.16-62.6.30生まれの児 1月9日(水) 13 :00-14 :00 

魚津保健所 尿の検査があります。
62.7.1-62.7.15生まれの児 1月16日(水) 13 :00-14 :00 

心の健康相談 一 均支 市 民 随時 13 : 30 -15 : 00 魚津保健所 老人ポケの相談も受けます。

機能訓練ン) 脳卒中後遺症のある人
1月10日休) 10 :00-15 :00 

魚津市健康センター 訓練は 10 : 00 -12 : 00 
(リハビリテーショ 1月17日休) 10 : 00 -15 : 00 

健 康 相 談 均支 市 民
1月17日(ホ) 13 :00-14 :00 魚津市健康センター 血圧測定・心電図・検尿診察が受けられます。

1月8日(火) 10 :00-11 :30 百 楽 荘 Jfll圧測定、相談

ツベルクリン反応検査 8 か 月 児 1月9日(水) 13 : 30 -14 : 00 
魚津市健康センター

B.C.G予防接種 8 台、 月 児 1月11日幽 13 : 30 -14 : 00 
-料金 720円
たfごし、 4月1日-3月31日

胃がん検診 一 市生 市 民 毎週水曜日 9 :00-11 :00 黒部保健所
に40、50、60歳になる人と、
70歳以上の人は無料
-申し込みは、県富IS保健所へ
ft52-1224 

市内産婦人科、病.医院
-料金 1，130円

子宮がん検診 一 均支 市 民 随時
たfごし、 4月l臼-3月31日

申し込みは健康センター に30、40，50歳になる水は、
520円

冬
期
間
の
ゴ
ミ
の
収
集
に

ご
協
力
を
/

0
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
午
前

8
時
(
時
間
厳
守
)
ま
で
に
お

出
し
く
だ
さ
い
。
前
日
な
ど
に
出
さ
れ
る
と
、
積
雪
に

よ
り
ゴ
ミ
が
埋
ま
り
、
散
乱
や
取
り
残
し
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
特
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

O
ゴ
ミ
は
、

雪
や
雨
が
入
ら
ぬ
よ
う
ゴ
ミ
袋
(
ナ
イ
ロ

ン
袋
)
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

の
使
用
は
お
慎
み
く
だ
さ
い
。

O
収
集
車
の
運
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
ゴ
ミ

・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
周
辺
の
除
雪

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

放
置
駐
車
の
規
制
強
化
/

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
・
平
成
三
年
一
月
一
日
施
行

マ ママ
放置

一普大島金
建前

輪通刑ニt 反点 目IJ
駐違車反

持単車率等

1 1 2 万1円5 停駐車
085  

000  3 以 主ヲr主、予

000  占 下 止。o。 σ3 場
円円円 罰金

所
等

1 2 万円15 駐
951  

車禁器等止。o。 2 以
000  占 下
000  σ3 
円円円 金罰
」ー



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
却
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

績

ー

退
職
者

2
ケ
タ
の
伸
び
|

平
成
二
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
一
人
当
た
り
医
療
費
の
実
績
は
別
表
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

前
年
同
期
と
比
較
す
る
と
全
体
で
は
三

・
八
四
%
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た

が
、
内
訳
で
は
退
職
者
が
二
ケ
タ
の
伸
び
と
な
っ
た
反
面
、
老
人
が
若
干
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
者
の
伸
び
が
低

く
、
老
人
が
二
ケ
タ
近
い
伸
び
を
示
し
た
こ
と
の
そ
れ
ぞ
れ
反
動
が
き
た
も

の
と
言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。一
人
当
た
り
医
療
費
は
こ
れ
ま
で
の
状
況
か

ら
毎
年
確
実
に
数
%
ず
つ
伸
び
る
よ
う
で
す
。

必
要
な
医
療
費
は
別
で
す
が
、
ム
ダ
な
医
療
費

は
極
力
節
約
し
ま
し
ょ
う
。

上半期(4---9月)の 1人当たり医療費

区分 平成2年度 平成元年度 伸び率

骨支 79，133 円 76，717 円 3.2% 

退職者 156，318 141，389 10.6 

老 人 350，138 356，366 ム 1.8

全 体 142，381 137，122 3.8 

平成3年 1月広報うおづ(7) 

医療費は皆のもの、節約

しましょう

P
 
一OJ釘
m
j
o
u

ム

A
U
~

食
べ
す
ぎ
は
肥
満
や
胃
腸
障
害

/
に
{

の
も
と
、
飲
み
す
ぎ
は
肝
臓
が
心

配
。
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
お
正
月
は
つ
い
す
ぎ
て
し

ま
い
ま
す
。

食
卓
や
こ
た
つ
の
上
に
、
お
つ

ま
み
や
お
菓
子
な
ど
を
置
い
て
お

く
と
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
食
べ

す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
果
物

程
度
な
ら
と
も
か
く
、
食
べ
物
は

い
つ
も
食
卓
に
並
べ
て
お
か
な
い

よ
う
に
。

お
せ
ち
料
理
は
消
化
の
よ
く
な

い
物
が
多
い
し
、
市
販
の
物
は
日

持
ち
を
よ
く
す
る
た
め
、
砂
糖
や

c::::コ

田
昌
阜

正
月
の
食
事
へ
の

心
づ
か
い

〔
食
事
は
腹
八
分
目
に
・
・
・
・
・
・
〕

塩
が
た
っ
ぷ
り
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
手
作
り
に
し
た
い
の

で
す
が
、
少
な
く
と
も
つ
く
だ
煮

風
の
味
の
濃
い
物
は
極
力
控
え
、

飾
り
に
使
う
程
度
に
と
ど
め
ま
し

ょ
う
。
ホ
ウ
レ
ン
草
、

コ
マ
ツ
ナ

な
ど
の
青
い
野
菜
、
大
根
や
イ
モ

の
煮
物
な
ど
。
野
菜
を
毎
食
、
消

化
の
よ
い
調
理
法
で
添
え
る
心
づ

か
い
を
。

お
も
ち
は
食
べ
す
ぎ
な
い
こ
と
。

老
人
や
子
供
に
は
、
小
き
く
切
っ

て
、
の
ど
に
つ
ま
ら
せ
な
い
よ
う

注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

日

h
V

J

助
産
費
の
支
給
方
法

口
座
振
込
に
な
り
ま
す

一一日

国
保
の
被
保
険
者
が
出
産
す
る
と

申
請
に
よ
り
世
帯
主
に
対
し
て
出
生

児
一
人
に
つ
き
一
三

O
、

0
0
0円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
窓

口
で
す
ぐ
に
現
金
支
給
す
る
方
法
で

し
た
が
、
ロ
月
申
請
分
か
ら
は
世
帯

主
の
預
金
口
座
に
振
込
む
方
法
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
申
請
の
際
は
次
の
事
項

に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

(一)
金
融
機
関
名
(
郵
便
局
を
除
く
)

(
二
)
支
庖
名

(
三
)
預
金
の
種
類
(
普
通
、
当
座
な
ど
)

(
恩
口
座
番
号

(
毛
口
座
の
名
義
人

m
-歳一とに
な
。
た
ら

愚
民
年
金
に

加
入
し
去
じ
よ
う

新
し
い
人
生
の
門
出
を
迎
え
ら
れ

た
成
人
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
に
な
る
と
多
く
の
権
利
と
義

務
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

日
本
は
今
、
か
つ
て
な
い
高
齢
化

社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

若
い
時
か
ら
の
備
え
を
す
ぐ
に
始

め
て
く
だ
さ
い
。

イ
ソ

ッ
プ
の
H

蟻
と
キ
リ
、キ
リ
ス
。

の
キ
リ
キ
リ
ス
に
な
ら
な
い
た
め
に

J
U
。

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
電
気
ス
ト
ー
ブ

マ
足
温
器

マ
電
気
オ
ル
ガ
ン
マ
電
子
ミ
シ

ン
(
蛇
の
目
)
マ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド

.
も
と
め
ま
す

マ
電
子
ミ
シ
ン
マ
ワ
ー
プ
ロ

マ
携
帯
用
ラ
ジ
オ

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市

役
所
総
務
課
内
線
2

2
1
ま
で



(8) 広報うおづ

み
ん
色
喝
の
ヌ

da'v

平成3年 1月

満足感は心の優勝カ、

市民体育大会
冬季における市民の健康と体力の増進、競技

力の向上を図るため、第39回市民体育大会スキ

ー競技会を開催します。

市民の幅広い参加をお待ちしております。

合
と
き

2
月
3
日

(臼
)

開

会

式

午

前

8
時

台
と

こ
ろ
大
谷
温
泉
ス
キ

l
場

会
参
加
資
格

市
内
小
学
生
以
上
の

在
住
者
ま
た
は
通
勤

.
通
学
者

会
種
目

大
回
転

(
リ

|

ゼ
ン
ス
ラ
ロ

l
ム
)

会
種
別

0
小
学
生

@
1
・
2
年
の
部

@
3
・
4
年
の
部

。5・
6
年
の
部

(
各
男
女
の
部
あ
り
)

O
中
学
生
の
部

(
男
子

・
女
子
の
部
)

O
高
校
男
子
の
部

O

一
般
男
子
の
部

A
、
四
歳
以
上
お
歳
以
下
の
部

B
、
幻
歳
以
上

M
歳
以
下
の
部

C
、
お
歳
以
上
位
歳
以
下
の
部

D
、
必
歳
以
上
の
上

o
高
校

・
一
般
女
子
の
部

O
無
差
別
級
男
子
の
部

女
申
込
方
法

1
月
お
日
(
A

る
ま
で

市
教
委
体
育
課

企
②

2
2
0
0

(内
線
4
5
1
)

桑
山
ス
ポ
ー
ツ
賞

受
賞
者
決
定

平
成

2
年
の
全
国
大
会
な
ど
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
方
に
贈
ら
れ
る

魚
津
市
「桑
山
」
ス
ポ
ー
ツ
賞
が
次
の

3
名
に
決
ま
り
、
ロ
月
刊
ω
日
魚
津
市

役
所
に
於
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

。
井
出
妙
子

(
い
で
た
え
こ
)

第
羽
田
冬
季
国
体
で
千

m
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
成
年
女
子

C
に
お
い
て

優
勝
。
広
潰
良
子

(
ひ
ろ
は
ま
よ
し
こ

)

第
羽
田
秋
季
国
体
で
陸
上
成
年
女

子

2
部
三
千

m
に
お
い
て

2
位
。
県

陸
上
五
千

m
、

一
万

m
、
二
万

m
の

記
録
保
持
者

。
木

内

樹

(き
う
ち
た
つ
る
)

第
羽
田
秋
季
国
体
で
レ
ス
リ
ン
グ

少
年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
∞
∞
同
級

3
位

(
米
国
遠
征
高
校
日
本
代
表
)

2
月
の
歩
こ
う
会
は
、
3
日
(日
)に、

電
鉄
魚
津
か
ら
徒
歩
で
本
新
|
|
北

鬼
江
|
|
盛
気
楼
道
路
を
経
団
漁
港

方
面
へ
と
約
5
J
余
り
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前

9
時

ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
り
く
だ

長
」
い

。

市
民
ス
キ

l
教

。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
市
教
育
委
員
会
体
育
課

包
②

2
2
0
0
(
4

.
(
財
)
市
体
育
協
会
(
総
合
体
育
館
内

)
宮
②

1
2
6
3

内

-ポールスキー

・基礎スキー

レッスン

-ポールス キー

・基礎ス キー

レッスン

日期
1月5日(土)-6日(日)

1 i白2日
1月27日(日)
午前8時30分~

所場
長野県北志賀

よませスキー場
大谷温泉スキー場

-ポールスキー

.基礎ス キー

レッスン

.チャレンジ

ポーjレ大会

3月8日樹-10日(日)
l.5泊2日

長野県北志賀

よませスキー場

志賀高原スキー場

-小学生 4年生以上
.一般男女

・親子 (5歳児以上)

-小学生以上

・一般男女
参加対象-一般男女

-ポール…30名
・基礎…30名

員
，.._ 
疋40名80名

-小学生 15，000円
・一般 16，000円
・親子 30，000円
(2人l組)

費円

H
H
h
H
 

来
~ 

-中学生以下・・.500円
・一般 … 800円

20，000円市支



新
し
い
本
か
ら

〈
一

般

〉

ギ
リ
シ
ア
の
英
雄
た
ち

曽

野

綾

子

東
と
西

司
馬
遼
太
郎

味
の
文
化
史

大

塚

滋

い
ま
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ
ン
は
・
:

渡
辺
淳
一
対
談
集

黄
昏
の
く
る
前
に

五
十
嵐
正
男

明
治
を
彩
っ
た
妻
た
ち

阿

井

景

子

科
学
の
珍
説
奇
説
お
も
し
ろ
雑
学

大

宮

信

光

資
源
よ
、
よ
み
が
え
れ

酒
井
信
一

〈
郷
土
の
本
〉

百
の
共
感

富
山
の
建
築
百
選

時
代
の
眼
差
し

津
山

昌

北
の
守
り

旧
海
軍
第
十
五
特
設
輸

送

隊

戦

記

山

田

俊

雄

井
上
江
花
著
作
集

全

5
巻

経
済
人
と
や
ま
を
担
う
ビ
ッ
グ
メ

ン

北
日
本
新
聞
社

い
き
い
き
富
山

富

山

県

平成 3年 1月広報うあ、づ

富
山
が
み
え
る
本

お
市
町
村
の
顔

(9) 

〈文
学

・
小
説
〉

静
か
な
生
活

大
江
健
三
郎

遁
か
な
る
声

随

筆

集

加

藤

撒

郎

古
代
史
紀
行

宮

脇

俊

之

小
説
家
の
メ
ニ
ュ
ー

開

高

健

日
本
近
代
の
世
紀
末

饗

庭

孝

男

ア
ニ

l
の
冷
た
い
朝

黒
川

博
行

銀
の
鳥
筒

伊

藤

桂

一

恋
人

津

村

節

子

聖
豚
公
伝

立

松

和

平

人
び
と
の
季
節

内
海
隆

一
郎

霧
の
子
午
線

高
樹
の
ぶ
子

修
羅
の
旅
び
と

典
既

五
郎

賢
人
た
ち
の
世

城
山

三
郎

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
ま
で
で
、
無
料
で
す
。

1
月
の
日
曜
開
館

会会

1 1 
翌月月
日 2713 
(日日
月.----...----.. 
曜第第
日 4 2 
) 日日

は H程 H程
休 '---"'---" 
館 」γJ

開
館

ゑ
警
官f
u

土砂
務
相
影
、
品
部後姫
句

、

多

響

、

治
部綴叫
74

滋
概観部
Vr

義

務
稼
総
務
指
噌
露
警
句
'
徴
税
措
マ
'
品
多
叫
匂

8
日
(
火
)
映
画

青
い
鳥

辺
日
(
火
)
映
画

森
の
ト
ン
ト
た
ち

お
日
(
火
)

工
作

お
り
が
み
あ
そ
び

と

き

午

後

4
時

1

4
時
初
分

と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

対

象

幼

児

i
小
学
生

(
材
料

・
お
金
は
い
り
ま
せ
ん
)

市
民
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
教
室

マ
開
設
種
目

①

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

⑤
卓
球

。

フ
レ

ッ
シ
ュ
テ

ニ
ス

⑤
水
泳

マ
期
間
ぬ
添
w
m
v
コ
l
ス

1
月
お
日

i

3
月
日
日
の
毎
週

水
曜
日
午
後

7
時

1

9
時

⑤

コ
l

ス

1
月
日
日

1

2
月
幻
自
の
毎
週

水

・
金
曜
日
午
後

3
時

1

4
時

マ
と

こ

ろ

市

総

合

体

育

館

(
ぬ

⑤

リ
背
骨
骨

1
月
の

ス
ボ

「
新
春
チ
ャ
リ
テ
ィ
l

J
一

一

作
品
展
一

一

一

魚
津
市
美
術
文
化
協
議
会

一

一

と

き

1
月
日
日
(
土
)
i
幻
日
(
月
二

一

午

前

日

時

1
午
後

7
時
一

一
と
こ
ろ
中
村
画
廊
(中
央
通
り
こ

「
l
i
f
-
-
lト
f
i
l
l
-
-
l
L

こ
"は
と
児
童
セ
ン
タ
ー

怒

川

政

1
2
4
0
2

1

1
1
月
の
行
事
|

|

〔
ト
ラ
ン
プ
大
会
〕

5
日
(土
)2
じ
1

川

〔
カ
ル
タ
大
会
〕

ロ
日
(土
)2
じ

1
〈

〔
コ
マ
ま
わ
し
大
会
〕

日
日
(
日
)2
じ

川

※
自
分
の
コ
マ
を
持
参
し
て
く
だ

去」い
。

ぃ

〔
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
〕

幻
日
(
日
)

※
新
し
く
参
加
し
た
い
人
は
、

m
H

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
休
館
日
〉

年
末
年
始

・
毎
週
月
曜
い

日

・
国
民
の
祝
日

(
5
/
5
を
除
く
)
川

哲

J
銘
多
多
揖

弔

議

修

理

拝

ゑ

修

整

診

撃

d

b

z
部

，

診

察

，

&

影
響
/

ゑ

多
努
，
R
J
a
多器
移

L
ゑ
考
診
努
考

。)
室
内
温
水
プ
ー
ル
(
⑤
)

マ
対
象
日
歳
以
上
の
市
内
在
住
及

び
通
勤
者

マ

定

員

各

コ
ー
ス
ぬ
名

マ
受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
ス

ポ

|

ツ
傷
害
保
険
料
一
、

0
0
0円
、

施
設
入
館
料
は
各
自
負
担
)

マ
申
込
み
方
法

1
月
口
日
(
さ
ま
で

.
市
教
育
委
員
会
体
育
課

企
②
2
2
0
0内
線
制

.
総
合
体
育
館
包
②

1
2
6
3

へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ツ
ζ

よ
み
v
T

特

今÷

5 
27 20 6 l 日

6 

土
日 日 日 祝 H翼

日

. . . . . . . 
市

市卓球選 市サロン

市 7c 
民 民 日

行
ス ス

記ρ-.?;、、キ キ

教室 手権大会 サカ| y 

:ノ

教ニ室2コ.
ヨ 事
全f、

B A ン
コ

大4zbz 、
めイ コ グ

名|ノt

大£z』z ス jレ ス

大谷
総総 総温

スキ志北

着発点総合体育館前ス温
メ口入 メ口入 合水

|賀
場

キ泉
体体 体プ

場 よ
=向ts: =同£酒志 育 | ま

所

場 館館 館 jレ せ

※
新
年
水
泳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

1
月
6
日
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。



広報うおづ (10)

名
誉
市
民
故
川
原
田
政
太
郎
博
士

の
顕
彰
碑
が
完
成
し
、
昨
年
ロ
月
幻

日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成3年 1月

•••• .お正月は水族館ぺ.....
- 1月2日から開館します-

昨
年
は
川
原
田
博
士
の
生
誕
百
周

年
に
あ
た
り
、
ま
た
博
士
の
半
生
を

ヒ
ン
ト
に
作
ら
れ
た

N
H
K
朝
の
連

統
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ

『
凄
凄
と
』

が
好
評
を
博
し

た
こ
と
な
ど
か

ら
、
博
士
の
生

誕
地
(
本
江
字

谷
地
二
九
一
四
、

総
合
体
育
館
の

西
約
三

O
O
m)

に
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

魚
津
水
族
館
で
は
、
魚
津
沖
で
捕
獲
し
た
体
長

m
l
お
セ
ン

チ
の
コ
ウ
イ
カ
(
俗
名
カ
イ
イ
カ
)
を
日
月
初
日
か
ら
、
同
じ
く

魚
津
沖
の
刺
し
網
に
か
か

っ
た
、
何
で
も
背
中
に
か
つ
ぐ
習
性

を
持
つ
キ
メ
ン
ガ
ニ
を
ロ
月

7
日
か
ら
水
槽
展
示
し
、
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
す
。
正
月
は
こ
れ
に
フ
グ
特
別
展
も
加
え
、

1
月

2
日
か
ら
開
館
し
ま
す
の
で
お
子
様
連
れ
で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

企一円玉にこめた善意 本江校下老人クラブ連合会、

11月30日、 本江校下老人クラブ連合会の代表者が、市社，

会福祉課を訪れ、この一年間、つり銭などコツコツと地道 j

にためた一円玉68，161個を「恵まれない人へ」と共同募金会 』

へ寄付しました。 ¥

のおでの f ~ r ' ~ A・・・・圏核 家り修一 11 :$!: ¥ 

~ 溢E・圃園置r~ 屋 、繕人月 〈
必=省、河 エヨ凋1.量薗F."....:Jを今し暮 2 ¥.' J 

場 イ 〉修年まら自主
、勘守 ， ~ áII曹 、公立費型r:訓~lIlI" II/~ 繕でし し 、 j 

b ポ芝、J司・9叫ヨ幻¥1;， 園'こぶし 6 た老魚 、
辺信通注:illlii¥¥l!lllr;i\~ t ~ ~ゑ Z Y

弓

1費量種事盟冨E72i3zj

企これはこう切るのよ/

一人暮らし老人ふれあい料理教室

12月12日、大町公民館で、一人暮らしのお年寄りを対

象に「ふれあい料理教室」が聞かれました。大町地区を中

心に男性2人を含め15人が参加して、 一緒に料理を作り、

会食し、講義を受け楽しい一日を過ごしました。

4

『
ス
ロ
l
・
ス
ロ
l
・
ク
ィ
ッ
ク
・
ク
ィ
ッ
ク

い
き
い
き
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

ロ
月

6
日
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
平
安
閣
で

「
い
き
い
き
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
聞
き
ま
し
た
。
市

老
人
趣
味
教
室
の
お
年
寄
り
約
制
人
が
参
加
し
、
若
々

し
い
ス
テ

ッ
プ
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま
し
た
。



‘
ウ
ワ
ア
ツ

l
ど
こ
ま
で
伸
び
る
の
/

は
月

5
日
魚
津
第
二
保
育
園

aっ
ち
マ
毛

っ
ち
マ
也

也
ち
つ
得
、

.園、.

広報うおづ

~ 

F酔

叫戸

高

平成 3年 1月。1)

V ベッタン、ベッタン

なんだか軽いわね /

12月12日

吉島保育園

憩
い
の

/-

企ヨーイショー

市長さんがんばってーノ

12月15日 新川ヴィーラ

4
ア
レ

l」
の
キ
ネ
重
い
な
あ
/
-

ロ
月
比
日
あ
け
び
保
育
園

骨づ惨

冨

J'\~"'~ '.， 

1・

園盟国

V 
こ 12 h 

ば月 rtZi
と 15 1 ソ
児日 ムス
童 会マ
セ iス
;ノ .

タ

企
「
老
遊
の
館
」

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

ロ
月

5
日
、
市
婦
人
地
域
活
動
推

進
連
絡
会
は
、
大
町
公
民
館
に
開
設

し
て
い
る
託
老
所
「
老
遊
の
館
」
で
、

大
町
校
下
の
お
年
寄
り
げ
人
を
招
待

し
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
」
を
行
い
ま

し
た
。

4J 

元
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

浜

松

真

也

く
ん
(
憲
司

・
順
子
さ

ん
夫
妻
の
長
男
)
経
団
西
町

}
平
成
2
年
3
月

η
日
生
ま
れ

ッ
一

圃
圃
E
V
《
Y

p

ト一

《
お
母
さ
ん
の
一
一
言
》

健
康
で
元
気
に
や
さ
し
い
子
に
育

っ
て
ね
。

多

東

車

希

ち
ゃ
ん
(
博
勝

・
ミ
ワ

子
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
北
鬼
江

平
成
2
年

4
月
刊
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
号
一
口
》

明
る
く
素
直
な
子
に
な
っ
て
ほ
し



(12) 

成
人
式

広報うおづ

市
で
は
、
今
年
、
成
人
を
迎
え
ら

れ
る
皆
さ
ん
の
、
健
全
な
心
身
の
成

長
と
社
会
人
と
し
て
公
的
資
格
を
得

ら
れ
た
門
出
を
祝
福
し
て
、
次
の
と

お
り
式
典
を
行
い
ま
す
か
ら
、
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

O
》
」
丞
」

平成 3年 1月

1
月
日
日
(
成
人
の
日
)

O
と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

O
受

付

午

前

9
時

1

9
時

ω分

。
式

典

午

前

日

時

1
日
時

O
成
人
該
当
者

昭
和
必
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
必

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
は
年
賀

状
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、

1
月
7
日
ま
で
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
宮
②

2
2
0
0
内
線
州

新
し
い
戸
籍
は
正
し
い
字
で

平
成
3
年
1
月
1
日
以
後
は
、
従

来
の
戸
籍
に
誤
字
、
俗
字
で
-
記
載
さ

れ
て
い
る
氏
名
を
新
し
い
戸
籍
に
-
記

載
す
る
場
合
に
は
正
し
い
字
を
用
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い
字
で
記

載
し
ま
す
。

O
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て
新

し
く
戸
籍
を
作
る
場
合

o
養
子
縁
組
な
ど
に
よ

っ
て
他
の

戸
籍
へ
入
籍
す
る
場
合

O
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合

。
申
出
に
よ

っ
て
正
し
い
字
に
訂
正

で
き
ま
す
。

現
在
の
戸
籍
は
、
そ
の
ま
ま
で
は

正
し
い
字
に
は
直
り
ま
せ
ん
。

申
出
に
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
誤
字

や
俗
字
を
訂
正
で
き
ま
す
。

。
申
出
に
よ

っ
て
難
し
い
字
体
を
や

き
し
い
字
体
に
直
せ
ま
す
。

旧
字
体
で
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名

を
申
出
に
よ
っ
て
、
そ
の
字
体
に
対

応
す
る
新
字
体
(
通
用
字
体
)
に
直

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
役
所
市
民
課
市
民
係

E
②
2
2
0
0
内
線
1
1
2

東
京
ド

l
ム
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
引

全
国
観
光
物
産
展

1
月
間
日
(舎
j
初
日
(日
)

固

定

の

納

税

義

務

が

あ

る

償
却
資
産
を
所
有
し
、
事
業
用
に
使

っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
毎
年
1
月
1

日
現
在
に
お
け
る
資
産
の
所
在
、
種

類
、
数
量
等
必
要
な
事
項
を
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
申
告

期
限
は

1
月
引
固
ま
で
で
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
々
に
は

す
で
に
通
知
済
で
す
が
、
通
知
漏
れ

が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
課
資
産
税
係

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
申
告
に
あ
た
り
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
0

2
②
2
2
0
0
内
線
問

請
負
工
事
公
紘
一
の
参
加

資
格
審
議
申
請
の
受
付

市
が
平
成
3
年
度
に
行
う
建
設
工

事
の
請
負
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
建

設
工
事
入
札
参
加
資
格
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
関
係
者
は
期
限

に
遅
れ
な
い
よ
う
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

O
受
付
期
間

2
月
1
日
釜
)1

2
月
お
日
未
)

(
9
日

・
お
日
は
土
曜
閉
庁
)

0
受
付
時
間

平

日

午

前

9
時
i
午
後
4
時
却
分

土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

O
提
出
場
所
市
役
所
総
務
課
行
政

係

包
②

2
2
0
0
内
線

2
2
1
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隠
噌。
日

〔
と
き
〕

1
月

6
日
午
前
日
時

消
防
団
幹
部
が
魚
津
神
社
で
鎮
火

祈
願
、
大
泉
寺
で
義
勇
塔
を
参
拝
し

た
後
、
市
中
パ
レ
ー
ド
に
移
り
、
市

役
所
前
通
り
で
徒
歩
部
隊
と
車
両
部

隊
の
分
列
行
進
を
行
い
、
市
役
所
前

公
園
で
全
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
一
斉
放

水
を
実
施
し
ま
す
。

、な
お
、
市
中
パ
レ
ー
ド
の
際
に
、

ポ
ン
プ
車
が
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
て

移
動
し
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

去」い
。

。
た
て
も
ん
。
再
現
、

『
せ
り
込
み
蝶
六
』
出
演

ス
リ
ー
ク
イ
ー
ン
も
参
加



informαtion 

ご寄{寸ありがとう

ございましだ く敬称略〉

b善意銀行へ

大町小学校育友会 50，000円

八十島攻三 本町一丁目 100，000円

永田幸春升 田 100，000円

森内昭一緑 町 30，000円

勤労青少年ホーム友の会 2，551円

常楽弘宮津 50，000円

北出ヨリ子本 江 100，000円

藤本輝和上口二丁目 30，000円

魚津市農協婦人部 11，106円

大石正明文化町 20，000円

魚津保育園職員一同 3，500円

友田道治新角川二丁目 10，000円

芦崎浅喜知 新角川二丁目 50，000円

浦田吟夫本 江 100，000円

歳末助け合い民謡の集い会場募金 73，870円

富山県信用組合魚津支庖魚津けんしん会 50，000円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

林 芳男友道幸町 30，000円

森 美子本江新町 12，610円

高橋はるゑ火の宮 50，000円

魚津郭声会 121，630円

高島一郎新金屋二丁目 50，000円

吉島保育園母の会 10，000円

野村幸男立 石 5，000円

宮河 洞 12，000円

紺屋町ときわ会布目和子 6，780円

石川伸次道 坂 温風ヒーター

平成3年 1月広報うおづ(13) 

せら失ロお

その他の相談市役所で ft22-2200

教義総談

毎週月 ・木曜日

午前9時~午後5時

教育センター相談室

き

0ところ

。と

無料法稼根談(定員 6名)

0とき 1月22日(刈午後 1時-4時

0 ところ 第5・6会議室 (3階)

県弁護士会の弁護士が法律相談を行い

ます。ご希望の方は、前日までに市民相

談室へお申し込みください。内線161

役 ;政 :縮談
。と

毎月第 1・第3木曜日

午後 1時-4時

市民相談室 (1階)

き。と

0とき 1月11日幽午後1時-4時

0ところ 魚津サンプラザ3階

ぷ~長驚潟相談

談民:瀬市

0 ところ

き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

曜日以外の毎日午前10時~午後

6時 (土曜日は午後 l時まで)

0ところ 魚津サンプラザ1階

交遂事故相談

。と

き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

曜日以外の毎日午前9時~午後

5時(土曜日は午前12時まで)

0ところ 市民相談室 (1階)

内職:組談

。と

き。と

毎週火 ・水 ・金曜日

午前9時~午後4時

0 ところ 商工観光課(3階)

高架齢者職業組談

き。と

1月
1白から

ょ: 町 、ぇロ

ザヤa

~~~" 必清fぞ2てご」 、"._，，_ 支出必 .~ ，!':;' 

03-3ムムム一口口口口
東京03地域の市内局番が

4ケタになります。(ファ
ックス番号も登録変更を)

問い合わせ NTT166番ヘ

平成

3年魚津公共職業安定所 fi24-0365 

060歳定年の定着と、 65歳までの継続雇

用の推進

0離職した高年齢者の再就職の促進

o定年退職後等における臨時的かつ短期

的な就業の場の確保

安定所では、援助制度(事業主へ)、職

業の斡旋(高年齢求職者へ)に努めています。

き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

曜日以外の毎日午前9時~午後

5時 (土曜 日は午前12時まで)

0ところ 高年齢者職業相談室

無料j係議;相談

。と

1月9目。同

午前10時~午後4時

0 ところ 市役所会議室

ご希望の方は、市民相談室へお申し込

みください。内線161

き。と

1
月
の

L
P。
カ
ス

保
安
調
査

今
月
の

L
P
ガ
ス
の
保
安
調
査
は

次
の
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

実
施
地
域
・
:
魚
津
地
区
(
上
口
一
、

ニ
丁
目
。
新
角
川
一
丁
目
)。

調
査
に
は
県
認
定

L
P
G
保
安
セ

ン
タ
ー
新
川
地
区
支
所
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。

合
③
5
3
4
0

「
ブ
ル

l
エ
ネ
ル
ギ
ー

-
L
P
ガ
ス
で
、

安
心
の
一
年
を
始
め
ま
し
ょ
う

ω

時

荘

談

口
議

談

j

j

-

…総

日

刊

行

恥

…長
日
ト
ト
和

e
e

杭………
町
曜

日

ン

・.-JU
JE

淀川

一…
金

前

セ

・隣

詔

週

午

祉

……
…
1

…………ぃ

州

毎

福

U
N

e

長
C

人
J

L
r』

。

1月16日休j

午前10時~午後3時

0ところ 魚津総合庁舎 (新宿)

「高年齢者の雇用対策」に

ご理解と:滋協力を

3 2 27 20 13 6 
月|日 月 日 日 日 日

日 日 日 日 日

浜山広富
三和 富山 撞小誼)11 ン一テミ

富浜朝三 広三品 三 浜山広富

岡崎田山 山岡田和
田和川書産油商

岡崎田山

商石石石
物石工業 石

石商石物 石物石 商石石石

底油油油 産油油 油庖油産 油産油 庖油油油
..-.、 /"、、 f同『 〆~、 .-.......--.........--.. .....--.... 戸~、..-.、..-.、 ..-.、、 ..-... ..-.、J戸『、/司、、

広末住本吉 本住吉友
葉町双縁川 友道上村木

=口1:: :::口と 昔'ず「‘ゴ口:: 
広町末{王本吉

町吉江島 新吉島道 島島江島 吉江島
、--"、、_./、、_./、、_./ 、--"、--"、ー_./、、_./ 、--"、、_./、--"、--" 、_./、、_./、--"、、_./ 、--"、--"、--"、、ー"
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発
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総
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内ス

……奨

議
…与

総

…貸

川
市
相

平成 3年度魚津市奨学資金の奨学生を

次のとおり募集します。

。借りられる金額

。短大 ・大学等 月額 25，000円以内

。高専 1-3年生月額 11，000円以内

4-5年生月額 25，000円以内

。高校 月額 11，000円以内

ただし、身体障害程度l級-4級の方

については、貸与額を増額 (5割限度)

することができる。

。貸与人員 若干名

。借りられる方

。学資の支払いが困難な方

。身体強健 ・品行方正で‘成績の良い方

。在学している学校長の推薦がある方

。日本育英会、富山県奨学資金、母子福

祉資金など他の学資の貸与を受けてい

ない方

。受付期間 1月21日(月)-2月21日(柄

。申し込み及び問合せ先

市教育委員会学校教育課

宮 22-2200内線431 O 

らせ informαtion 

読む樹齢胤j韓議 菅縫JFぎ笠台湾さ新
給付奨学:蚤;募集 ?務総務総務総総総務総務総務

・ 平成3年の春、高校 ・大学 ・専修学校

なと‘1こ進学予定の家庭に、進学のための

資金を融資します。

0融資額 1人当たり 100万円以内

0期 間 5年以内(年8.3%)

0取扱期間 平成 3年 4月末日まで

(予約受付中)

0間合先国民金融公庫富山支庖

干930富山市桜町 2-6-11

失ロ

。

平成元年9月に亡くなられた晒屋孫人

氏の教育振興の意志を継承して晒屋幸子

氏が、恵まれない環境のもと数々の困難

に耐え勉学に励んでいる魚津市在住の高

校生のために、公益信託 rll西屋孫人奨学

基金」を設定されました。

<>給付金額 月額11，000円

(奨学金は返還することを要しない)

。人員 1名

<>奨学生の資格

o魚津市に居住する者で魚津市立中学校

を卒業(平成3年3月卒業見込みの者)し、

かつ富山県内の高等学校進学予定者

0学業人物ともに優秀な者

0経済的理由により修学困難な者

。給付期間 正規の最短修業年限

<>受付期間 1月21日(月)-3月8日{針

。申し込み及び問合せ先

安田信託銀行富山支庖内

公益信託「晒屋孫人奨学基金」事務局

干930富山市桜町 1-4 - 1 

宮 (0764)32-6151

告 (0764)31-1191

l危険物取扱者試験
0試験日 2月17日(団

0種 類 乙種第4類

。場 所富山工業高校

0受 付 1月10日附-21日(月)

0間合先消防本部予防課ft24-0295

「国際ボランティア貯金」開始

1111111111111111111111111111111県出掛|
郵便局では、平成3年 1月から通常郵

便貯金利子の20%を寄附していただき、

o開発途上国の福祉の向上に役立てるため
の新しい貯金を開始します。

1月10日は竹O番の日
早い通報まよわず・・・110番
魚津警察署 24-1333

25~40| 180，207000 . 黒・吉 田 2 高普卒以通上免(経済許、商業) 資材事務員 18-35 115，000 -270，000 -130，000 

調理師 20~45 15O，2O00O0 ， 字・桃源 3 普通免許 販売員 18-35 135，000 -200.000 -160，000 

機金属械工工作 18-40 130，2O5000 . 黒・ 岡 2 不 問 接客係 18-45 17~5，261070 .200|下宇奈月町 1101不 問-250，000 

アルミサ組ッシ 18-35 126，105060 ， 魚・大海親子 5 普高卒通以免上許 ルーム 25-60 120，1O5000 e 
加工、 立 -156，000 サービス係 -150，000 

溶接工 不問 186，2O0030 ， 黒・沓掛 2 不 問
サッシ部品

-50 100，000 -203.000 組立工 -120，000 

原動管理 18~35 125，107010 ， 普高卒通以免上許
女

112，152020 ， 
-171.000 魚、・東山 2 食品製造工 18-55 -122.500 

撚製綱作業糸 18-55 
130，000 

"港町 5 不 問 " 20-50 110，1O1050 . -170，000 -115，000 

金型設計 18-40 130，3O0000 ， "道坂 2 高卒以上 撚糸工 25-45 
100，000 

-300.000 -120，000 

電技気術設備者 18-45 150，208000 ， 黒・吉 田 4 不 間 金属加工工 18-55 
96，800 

-280.000 -100，000 

土 工 18-40 150，2O5000 ， 魚、・印回 5 普通免許 雑役工 18-55 102，500--250.000 

※詳しくは、魚津公共職業安定所(ft24ー0356)へお問合せください。求人テレホン・サービス 宮 24-8841 男(月~木)、女(金~日)

(ご利用ください〉キャプテン・サービス(テレビ画面案内)一市役所ロビー水族館無料休憩所一



(15)広報うおづ 平成3年 1月

10・1 保健文化賞受賞記念講演会、講

師小町善男氏

6 県新川文化ホール(仮称)建設

宮津、慶野、住吉地内に決まる

7 地区運動会

8 高橋さとさん、 101歳祝い

9 老人芸能大会

11 婦人炊き出し訓練

12 岡崎つゆさん、 104歳祝い(現在

県内最高齢者)

13 r魅力ある郷土、富山21世品己へ

の展望」フォーラム

14 中学生による犯罪ナシキャンペ

ーン

16 市道東尾崎一片員大橋線開通

20 魚津商工フェア (-21日)

田中実さん新川ヴイーラを慰問

21 魚津一入善問駅伝競走大会

22 市青年 ・壮年海外派遣団ソビエ

ト連邦へ出発 (-26日)

24 広浜良子さん、国体秋季大会陸

上競技で2位に入賞

25 老人趣味の手造り展 (-29臼)

28 魚津さかな祭り

鮭つかみ捕り大会

ユニークダンス

11・2 市表彰式

初代市長金光邦三氏、棟方志功

画伯油絵を市議会へ寄贈

3 J農業祭、米まつり (-4日)

7 市総合計画に関する市民懇話会

8 市美術展覧会(-11日)

県更生保護大会魚津市で開催

10 平和記念植樹

11 婦人スポーツ大会

17 rゆと り創造」フォーラム

20 一日部長

22 大嘗祭に加積りんご30個献上

23 ユニークダンス

市表彰式
25 ミニミュージカル 「パパタのム

ジナ」っちゃなにけ?の街のコ

ンサート

27 市小学校音楽会

29 北陸新幹線建設でJR西日本か

ら魚津一糸魚川聞の廃総案出る

12・1 これからの母子保健を考える講

演会

5 市総合計画審議会

6 いきいきダンスノfーティー

9 洗足学園短大10周年記念式

21 川原田政太郎博士顕彰(ill!除幕式

5月27日に発生した霊気楼 O
霊
気
楼
の

4
月
3

5
月
6
・
7
・
日

・
幻

・
お
日

6
月
ロ
日

最
も
長
時

5
月
幻
日
で

6
時
初
分
頃

〈ご利用ください〉市政情報テレホン・サービス ft22-3600



平成3年 l月広報うおづ同

1990年の主なできごと
6 .30 ゴミの減量化についての市民会

議開催

7・4 松倉保育園竣工式

8 青年祭

15 市民体育大会開催

24 松倉小学校プール竣工エ1

8・2 県道高山一魚津線バイパス開通

3 全国大学女子軟式野球大会(-6日)

1.6 消防出初式

8 村木小学校校舎 ・体育館竣工式

9 体操日本代表池谷幸雄選手、清

風高校体操部の模範演技会

15 成人式

18 連続テレビ小説 q謀説と」 魚津

ロケ始まる (-25日)

26 三世代同居世帯へ祝品を贈呈

31 井出妙子さん、国体スピードス

ケートで優勝

2・4 市民体育大会スキー競技会開催

18 衆議院議員総選挙、魚津市から

立候補の住博司、長勢甚遠両氏

当選

20 2000年団体の誘致純目をバレー

ボール、ラグビ一、野球に決定

3・15 勤労青少年ホーム20周年記念式

典

19 市広報観光ビテ7完成

31 r説謀と」ふるさと展開催 (N

HK展示プラザ -4)~ 12 EI) 

7 魚津まつり (-9日)

「ふるさとを語る」フォーラム

25 北信越国体バレーボール競技魚

津市で開催 (-26日)

9 . 1 建築総合フェア in魚津

4 米寿、卒寿2祝い訪問 (-6日)

12 老人福祉大会

15 市小中学校科学展 ( -18日)

16 小学校運動会 (10校)

20 市が保健文化'D・を受賞

22 市の花かのこゆ 1)、大阪花wへ
出展 (-30日)

小中学校「ふれあいの日」のた

め全校休校

27 シルパースポーツ大会

29 r凄凄と」放映終る

われる (日本カーバイド工業)

17 新しく就職した若人の集い

22 市議会議長に経沢稔氏、高Ij議長

に森内俊雄氏就任

23 魚津ノマート雇用センタ一関所

24 新川広域農道 「新川'白，1宰橋」完

成

27 市文化協会設立

6・4 魚津神社祭礼 (-6日)

6 池の尻の池現地調査行われる

24 ら・こんせ一る ・のくちゅ一る

演奏会

28 新川青年会議所20周年記念講演

会、講silil=t1:lUi)f氏

4 . 2 ri菓;菓と」放映始まる

12 老人趣味の家完成

21 学校週5日制を試行(経団幼稚

図、道下小学校、点者Ilrll学校)

22 r桜i宴と」第2回魚津ロケ始ま

る (-231:l) 

29 しんきろうロードレース大会

5・8 川原田政太郎展開催(-11月30日)
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市の人日

(12月1日現荘)

人口
人(前月対比)

(男)23， 918 (+ 9 ) 

(女)25 ，930 (+ 7 ) 

計約，848(+ 16) 

世帯数 14，173世帯

編集/企画広報室 印刷/魚津印刷株式会社


